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79109 ＴＳＨ 

ＩＦＣＣ標準化対応法 

（ＣＬＥＩＡ法） 

 

０.６１０～４.２３０ 

μＩＵ/ｍＬ 

血清 
０.５ｍＬ 

a 冷蔵 １日   

79334 ＦＴ３ 

ＣＬＥＩＡ法 

 

２.３９～４.０６ 

ｐｇ/ｍＬ 

血清 
０.５ｍＬ 

 
a 

冷蔵 
 

１日 
 
 

 

 

79335 ＦＴ４ 

ＣＬＥＩＡ法 

 

０.７６～１.６５ 

ｎｇ/ｄＬ 

血清 
０.５ｍＬ 

a 冷蔵 １日 
 
 

 

79332 ＢＮＰ 

ＣＬＥＩＡ法 

 

１８.４  

ｐｇ/ｍＬ以下 

血漿 
１.０ｍＬ 

B-7 冷蔵 １日   
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項 目 名 臨   床   的   意   義 

          

ＴＳＨ 

ＴＳＨの合成及び分泌はＴＲＨによって刺激され、甲状腺ホルモンによって分泌を減少させる。 

（ネガティブフィードバック機構） 

 

ＴＳＨ血中濃度は、甲状腺機能の変化を鋭敏に反映するため、甲状腺疾患の診断として重要な役割を果たす。

フィードバック機構の異常、甲状腺疾患と下垂体～視床下部系の異常や、甲状腺ホルモン不応症との鑑別に有

用である。 

ＦＴ３ 

トリヨードサイロニン（Ｔ３）は、血中ではその大部分がサイロキシン結合蛋白（ＴＢＰ）に結合しており、

遊離トリヨードサイロニン（ＦＴ３）は０.３％にすぎない。しかしこの０.３％のＦＴ３のみが細胞内に移行し

てホルモンとして作用する。 

 

さらに視床下部～下垂体～甲状腺系機能調節機構により、ＦＴ３は一定の値に維持されているため、ＦＴ３の

測定は甲状腺機能およびＴ４代謝の鋭敏な指標となる。またＦＴ３はＴＢＰに影響されず代謝状態を反映するた

め、甲状腺疾患の診断と治療効果の観察に有用である。 

ＦＴ４ 

サイロキシン（Ｔ４）は、血中ではその大部分がサイロキシン結合蛋白（ＴＢＰ）に結合しており、遊離サ

イロキシン（ＦＴ４）は０.０３％にすぎない。 

 

ＦＴ４は甲状腺ホルモン作用を有するものの活性は弱く、実際に甲状腺ホルモンとして作用するものはＦＴ３

で、ＦＴ４はＦＴ３の前駆体の役割が大きい。しかしＦＴ４は組織でＴ３に転換され代謝亢進などの作用を発現

する。血中ＦＴ４は甲状腺機能の状態を直接的に示す指標となるため、種々の甲状腺疾患の診断と治療効果の

観察に有用である。 

ＢＮＰ 

ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチド（ＢＮＰ）は主に心室から分泌されるホルモンで、心室負荷や心筋肥大、

心筋虚血により分泌が亢進する。 

 

健常人の血中ＢＮＰは極めて低いが、慢性および急性心不全患者ではその重症度に応じて著名に増加する

ことから、心不全の病態把握に有用である。 
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